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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、キネシンIと軸索カーゴの機能的相互作用に必要なショウジョウバエsyd遺伝子産物と相同性を有する。マウスにおける類似遺伝子の研究から、このタンパク質はJNKシグナル伝達経路の多数のタンパク質キナーゼと相互作用し、その活性を調節することで、神経細胞において足場タンパク質として機能する可能性が示唆された。この遺伝子のC. elegansにおける対応遺伝子は、おそらくJNKシグナル伝達とキネシン1輸送を統合することでシナプス小胞輸送を調節することが分かっている。この遺伝子の選択的スプライシングを受けた転写バリアントがいくつか報告されているが、これらのバリアントの全長はまだ決定されていないものもある。[RefSeq提供、2008年7月]機能：足場タンパク質のJNK相互作用タンパク質（JIP）グループは、MAPKカスケードの特定の構成要素を凝集させて機能的なJNKシグナル伝達モジュールを形成することで、JNKシグナル伝達を選択的に媒介する。 JNKシグナル伝達成分およびモータータンパク質との相互作用を介して、小胞輸送の調節因子として機能する可能性がある。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：JIPスキャフォールドファミリーに属する。,サブユニット：ホモオリゴマーまたはヘテロオリゴマー複合体を形成する。MAPK8IP3の中央領域はMAPK8IP2のC末端と相互作用するが、MAPK8IP1のC末端とは相互作用しない。JNKシグナル伝達経路の特定の成分、すなわちMAPK8、MAPK9、およびMAPK10はN末端領域に、MAP2K4およびMAP2K7は中央領域に、MAP3K11はC末端領域に結合し、TPRモチーフを含むキネシン軽鎖KLC1のC末端に結合する。組み立てられたMAPK8IP1スキャフォールド複合体は、キネシンの積荷として、必要な細胞内位置まで輸送される。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
	画像データ
	

	JIP3抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	JIP3抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	JIP3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	JIP-3ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	JIP-3ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

